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☆全国の動き 

 １ 第４６回（平成２９年度）全国豆類経営改善共励会の募集開始について 

  平成 2９年 10 月 1３日から、平成 2９年度全国豆類経営改善共励会の参加募集を開

始しました。4６回目を迎える本共励会は、生産性や商品性の高い大豆生産に取り組む、

優れた経営体・集団を表彰しています。新技術の導入や省力化、有機栽培の取組、新品

種への転換、加工の取組など、他の模範となり、意欲的に大豆生産に取り組んでいる皆

さまのご参加をお待ちしております！ 

 

☆東北管内の動き 
１ 「東北大豆セミナーin やまがた」の概要について 

（１） 室内検討会                     

① 第1２回東北大豆ピカイチ大賞表彰式 

② 優良取組事例紹介   

◆萩原農園 萩原拓重氏（高畠町）                                          

③ 情報提供   

◆「国産大豆に望むこと」 山形県豆腐油揚商工組合 理事長 仁藤齊氏 

◆「難防除雑草の発生状況と低減対策～『大豆多収阻害要因の診断法及び 

対策技術開発』が目指すもの～」 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 東北農業研究センター 

農業放射線研究センター 営農再開グループ長 浅井元朗氏 

（２）現地調査 

①土づくり及び適期管理による高収量の確保 原田康雄氏（河北町） 

②耕耘同時小畦立播種、緑肥導入の取組 くぬぎ営農組合（山形市） 

東北大豆セミナーin やまがた 現地調査の様子 



 

ピカイチ大賞窓口：東北農政局 生産部 生産振興課 豆類振興係 

ＴＥＬ０２２－２６３－１１１１（内線４１１２） 

参加申込み期限 平成２９年１２月１５日（金） 

◆ JA青森中央会農業対策部 

  ℡０１７－７２９－８７６２ 

◆ 岩手県農林水産部農産園芸課 

  ℡０１９－６２９－５７１０ 

◆ JAみやぎ米穀部集荷推進課 

  ℡０２２－２６４－８３７０ 

◆ JA 秋田中央会担い手対策室 

  ℡０１８－８６４－２１２１ 

◆ JA山形中央会地域・担い手サポートセンター 

  ℡０２３－６３４－８１１４ 

◆ JA福島中央会農業振興課 

  ℡０２４－５５４－３０７２ 

参加申込み・お問い合わせ先 

（各県豆類経営改善共励会事務局） 

◆ 応募区分：「大豆経営の部」「大豆集団の部」 

◆ 参加資格：次の要件をすべて満たす経営体又は集団であること。 

 ①原則として過去３ｶ年以上、豆類を作付けした実績があること。 

 ②作付面積が「大豆経営の部」 家族経営１ha以上、共同経営３ha  

  以上、「大豆集団の部」 ３ha以上 

 ③原則として過去１ｶ年以内にピカイチ大賞の表彰を受けていないこと。 

◆ 東北大豆ピカイチ大賞の選考 

 東北ブロック豆類経営改善共励会審査会で選考を行い、 

最も優秀な経営体・集団に「東北地域大豆振興協議会長賞」を、 

優秀な経営体・集団に「東北ブロック豆類経営改善共励会事務局長賞」を授与します。 

◆ 全国豆類経営改善共励会への推薦 

 東北ブロック豆類経営改善共励会審査会において「東北地域大豆振興協議会長賞」 

を受賞した経営体・集団を、全国豆類経営改善共励会へ推薦します。 

平成２８年度全国豆類経営改善共励会表彰式 

参加申込書は、裏面です！

日々大豆生産に熱心に取り組まれ

ている生産者の皆様へ 

～ご自身の活動成果にご褒美を贈

ってみませんか？～ 

☆全国の動き 



 
（別紙様式１） 

 第 46 回（平成 29 年度）全国豆類経営改善共励会 

参 加 申 込 書 

 

                                                         平成  年  月  日 

 

 

       県共励会事務局長 殿 

 

 

                  （ふりがな） 

                                     氏  名                 印 

 

                                           （集団の場合は集団名および代表者名） 

 

          下記のとおり平成 29 年度全国豆類経営改善共励会の趣旨に同意し、 

 

                                 の部に参加を申し込みます。 

       ─────────────────  

 

 

記 

 

     １．出品豆類名      

───────────────   

     ２．出品圃場所在地 

───────────────   

     ３．出品豆類作付面積                           アール 

                                    ───────────────   

     ４．出品者の住所 

───────────────   

     ５．構成農家数（集団の場合）                             戸 

───────────────   

                                                                                 



☆東北管内の動き 

１ 「東北大豆セミナーin やまがた」の概要について 

 平成２９年９月６日（水）に山形県天童市において「東北大豆セミナーin やまがた」を

開催しました。山形県内外から大豆生産者をはじめ、ＪＡ関係者、普及組織、行政機関な

ど約１４０名が参加しました。 

 

（１）室内検討会 

①第 12 回東北大豆ピカイチ大賞表彰式 

  東北ブロック豆類経営改善共励会審査委員長である東北農業研究センター菊池審査委

員長の審査講評の後、東北農政局真鍋生産部長から、東北地域大豆振興協議会長賞に選

ばれた、萩原拓重氏へ表彰状が授与されました。また、受賞者から優良取組事例の発表

が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜左：萩原拓重氏＞ 

＝審査講評＝ 

大豆経営の部：萩原拓重氏（山形県高畠町） 

  平成 14 年に就農、平成 27 年に経営移譲を受け、家族経営で水稲と大豆を柱

に水田をフルに活用した農業経営を行っており、契約に基づく栽培に力を入れて

います。実需者のニーズに対応した 10 品種を導入し、28 年度単収は山形県の

159kg/10a を大きく上回る平均 226kg/10a でした。熟期、作型の異なる 10

品種の高品質・安定生産の実績の背景には、土づくり、雑草の防除、排水対策、

適期収穫等の栽培管理を徹底していることがうかがえます。 

 多品種生産の強みを生かし大豆菓子の加工販売に取り組み、六次産業化を進め

大豆の需要拡大につなげています。 

多方面から発信されている新技術、新品種に関する情報収集を積極的に行い農

業経営に取り入れるなど、さらなる向上を目指す姿勢を高く評価しました。 



②優良取組事例紹介 

◆萩原農園 萩原拓重氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は、高校卒業後、農

林水産省農学者大学校に

入学し、平成 14 年に卒

業と同時に就農いたしま

した。 

 

 

 

 農業経営の概要としま

しては、就農してから一

貫して水稲と大豆を経営

の２本柱として取り組ん

できました。就農当初は、

水稲６ha、大豆３ha で

したが、現在は水稲

12.5ha、大豆 8.5ha と

規模が大きくなってきて

いるところです。水稲に

関しましては、うるち米のほか、もち米、酒米に取り組んでおり、作期を分散させること

で、限られた労働力で適期収穫ができるようにしております。大豆に関しましては、地域

の実需者との契約栽培を行っていまして、ほぼそちらに出荷しています。その他に大豆菓

子の加工を委託しまして、販売を行っています。



 また、８月の半ばから

タマネギの育苗に着手し

ていまして、水稲作大豆

作と合わせて取り組んで

います。さらに、学校給

食や直売施設にその他野

菜を出荷しており、全体

を通して、消費者を意識

した生産・加工・販売を

心がけています。 

 

近年は離農される方な

どからの農地の引き受け

が増えています。受け皿

となり得る地域の若い担

い手も数も少ない中で、

この先どうやって対応し

ていくかが悩みの種です。 

 

 

 

   大豆栽培については、

10 品種ほど取り組んで

おります。その中でも最

も面積が大きいのが「秘

伝」という品種でありま

して、主に納豆用として

契約栽培を行っています。

大豆の外観が商品にその

まま出てきてしまうので、

大豆表面が汚れないよう

に仕上げています。次点で面積が多い納豆用の「すずかおり」は、当該地域では中晩生の

品種であり、全体的に収穫期が後ろに偏ってしまうため、今年度は早生品種である「シュ

ウリュウ」の作付を大幅に増やしました。水稲と同様に作期を分散し、それぞれの品種を

適期に収穫することで、高品質なものが得られるようにしています。これらの品種は、播

種前にどのほ場にどの品種を作付するか、事前に決めています。例えば、「くらかけ豆」



や「黒豆」のような手間がかかる品種についてはなるべく目が届きやすい小さなほ場に作

付けし、「秘伝」のような生育旺盛な品種は、地力があまり高くないところを選んで作付

するなど総合的に判断して作付けを行っているところであります。 

  

   ほ場の準備につきま

しては、連作ほ場と３年

に１回水稲とローテーシ

ョンを行うほ場と大きく

分けて二つあります。ロ

ーテーションほ場では、

有機物として稲わらを有

効活用し、一方連作ほ場

では、有機物として鶏糞

を投入していまして、地

力が落ちないようほ場の形態で区別して準備を行っています。また、ローテーションほ場

の排水対策ですが、額縁明きょと中央に明きょを掘るという形で表層排水を徹底して、機

械が入りやすいようにほ場を整えています。 

 

 雑草対策は基本的に早め早めに行うように心がけています。中耕培土は基本技術であり

ますが、中耕と培土は区別して取り組んでいます。中耕については、田植機の植付部分の

爪を改造してスパイラルローターを取り付けたものを用いて、回転を最大にし、必要以上

に深耕して土中の雑草種子を掘り起こさないよう表層のみを動かしています。培土作業は、

ディスク式培土機を使用

し、根を切ってしまわな

いよう株が小さくても早

めに行います。雨が降る

と機械でほ場に入れなく

なるので後手後手になら

ないように心がけていま

す。 

 



 これは秘伝大豆のほ場

ですが、一粒撒きにする

ことで倒伏防止や子実の

充実を図っています。ど

うしても一粒撒きにする

と播種精度が落ちてしま

うので、欠株が出ないよ

うに条間を歩いて足りな

い箇所に追加で播種して

栽植密度を整えるという

作業を行っています。中耕は株の近くかなりギリギリのところまで行い、攻めるイメージ

で行います。 

 

 こちらは「すずかおり」

ほ場の培土作業の様子で

す。株が小さいうちに丁

寧に行います。草丈が低

い品種である「すずかお

り」ですが、培土を行う

ことで倒伏するのではな

いかと思うほど生育が旺

盛になります。雑草対策

の一環と考えて作業を行

っています。 

 

 また、ドローンを使っ

て生育記録を取れないか

なと昨年から取り組んで

います。実際に写真（昨

年のほ場の上空写真）を

撮ってみたところ、一目

瞭然でありまして、茎葉

の緑色が薄くなっている

部分は、ダイズシストセ

ンチュウの被害が出てい

る箇所で、白くなっている部分は、乾燥害により土壌の表面が露出してしまっている箇所

です。今年度は、センチュウ対策をするべく緑肥としてクロタラリアを導入しました。ま

た、地力の回復についても期待しています。 



 今の時期はちょうど防

除の時期ですが、無人ヘ

リのオペレーターもやっ

ていまして、風圧によっ

て薬剤が莢まで届くよう

に心がけながら２度の防

除作業を行っています。 

 収穫は熟期に応じて適

期行い、選別は粒径、色

選に加え手選別も行い、

高品質なものをつくっていくために取り組んでいます。 

 

 大豆菓子については、

それぞれの品種の味の違

いを楽しみながら、それ

ぞれの飲み物に合わせて

食べていただけるように

販売しています。2015

年山形エクセレント賞も

受賞しました。全国各地

で取り扱っていただいて

います。 

 

 その他の活動としては、

地元小学生を対象にした

食農教育活動、高畠町へ

教育旅行でやってくる中

高生への農村体験の提供、

地元小中学校へ学校給食

への食材提供などに取り

組んでいます。 

 フェイスブックなどを

利用して情報発信を行っ

ているほか、今年の３月には東京で「しごとバー」（日替わりで普段様々な仕事に取り組

んでいる人がバーテンダーになって自分の生き方を紹介していくという企画を行ってい

る）に参加して、お客さんに大豆菓子をつまみお酒を飲んでもらいながら、私の農業の話



を聞いてもらうというようなこともやらせてもらいました。今後も続けていけたらと考え

ています。 

 

 学生時代に直売で生計を立てている農家へ研修に行った経験も踏まえまして、就農時か

ら変わらないコンセプトとして「地産地笑」を掲げています。消費者が少ない地域で、生

産した農産物をすべて地元の人に食べてもらえるというわけでもないため、「消」を「笑」

に変えまして地域の産業として地域でものを生み出すことで地域が活性化し笑顔になれれ

ばと 14年間変わらずに取り組んできているところです。 

 来年、事業継続のため法人化の準備をしているところですが、「地産地笑」を経営理念

とし、食と農の価値を高めることで地域社会に貢献していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③情報提供 

◆「国産大豆に望むこと」 

山形県豆腐油揚商工組合理事長 仁藤齊氏 

 

○国産大豆と輸入大豆  

 豆腐製造で使用している国産大豆としては、

九州や関西地方でつくられる「フクユタカ」が

圧倒的に多く、次点で長野県、岐阜県、埼玉県

を中心につくられる「ナカセンナリ」という品

種となっています。山形県では、「里のほほえみ」「エンレイ」「リュウホウ」が主体

となって生産されていますが、おいしい大豆だなと使わせていただいています。 

 日本で食糧に回る大豆は、醤油、味噌、納豆、豆腐や豆乳など 80万トンくらい必要

でありますが、国産大豆の生産量は20～30万トンの間を推移しているというところで、

大豆生産者皆様におかれましてはもう一踏ん張り、二踏ん張りしていただいて生産量を

上げていただけたらと思います。 

 輸入大豆は、主にアメリカ産を豆乳メーカーや油脂メーカーを中心に 200万トン近

く使用していますが、近年中国で 5000万トン近い需要があることから価格が高騰して

いる状況です。それでも国産大豆との価格差がまだまだあるということで、その辺につ

いても頑張って欲しいところであります。  

  

○豆腐製造の今と昔 

 近年、豆腐製造において副産物のおからを全く出さない技術がかなり進んでおり、現

在市販されている豆乳の9～10%はおからを出さない製法によって製造されています。

大豆をまるごと粉砕し、残渣をほぼ出さずに全量が豆乳となりますので、中身のおいし

い大豆が非常に好まれて求められているという現実に加えて、実需者は品質が安定して

いることと何よりも価格が安いことを求めています。一方で消費者は安全性を一番求め

ていますので、国内の納豆メーカー及び豆腐製造メーカーは、遺伝子組み換え大豆をほ

ぼ使用していないと理解しています。 

 昭和 45年、山形県で850軒あった豆腐屋が今はたったの 28軒になりました。将

来の選択肢が増え、子供が家の豆腐製造業をなかなか継がないということもありますが、

現代人の豆腐や味噌離れが深刻化しているという背景もあります。 

 先ほど萩原さんの話でもありましたが、様々な特性の異なる品種を求めている業者は

非常に多いです。在来種の中にも良いものはたくさんありまして、山形県で言えば、長

井市の「馬のかみしめ」や川西町の「赤豆」などが挙げられます。こういった地域特有

の優良品種がありますので、是非取り組んでいただきたいですし、我々豆腐業界も少し

でも付加価値のある豆腐をつくっていきたいです。 



  

 今後の大豆生産について、県産大豆の安定供給等のために山形県でも品種改良取り組

んでいまして、近年の単収増加・品質向上に寄与しています。こういった改良をとおし

て、生産者、メーカー、流通業者及び行政が連携して、ますます国産大豆の安定供給、

品質向上に向けて取り組んでいただきたいと切に望んでいます。 



◆「難防除雑草の発生状況と低減対策～ 

『大豆多収阻害要因の診断法及び対策 

技術開発』が目指すもの～」 

国立研究開発法人 

農業・食品産業技術総合研究機構 

東北農業研究センター 

農業放射線研究センター 

営農再開グループ長 浅井元朗氏 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多収阻害要因の診断法及び対策技術の開発プロジェクトは、平成２７年からスタートし

た５カ年計画です。大豆、麦および薬用作物について、技術開発による生産コストの低減

や単収の向上を目標に掲げ、主に低収に甘んじている箇所を底上げして全体の平均単収を

引き上げるという考え方で取り組んでいます。 

 大豆の部分では、様々な項目の実態調査を行ってそれを解析し、どのように底上げして

いくのかを示すマニュアルを作成します。 土づくり、病虫害、雑草および排水対策等のパ

ートに分けて調査・技術開発をしています。北海道から九州までの16道県を調査地とし

て、単収の高いほ場、低いほ場の栽培方法や土壌条件などを比較し、改善につながる相違

点を見いだしつつあるという状況です。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このプロジェクトにおいて私は実態調査結果にもとづいた雑草対策マニュアルの作成と

いう役割を担っています。これまで2年間で収集した 300件近くのデータを精査し、ど

のほ場で何を改善したらよいか重要度で場合分けを試みています。 

例えば、湿害等による生育不良に加えて雑草害が出ているのか、排水対策等はできてい

るにも関わらず難防除雑草が原因となって生育不良となるのかでは、異なる対策技術を行

う必要があります。そこで、雑草害については大きくこの二つの場合分けを行っています。

難防除雑草は、土壌処理剤では防除が困難ですので、茎葉処理剤も必要となります。しか

し、茎葉処理剤も雑草により得意不得意があるので、適切な剤を使用しないと取りこぼし

が起きてしまいます。ブロックローテーションで田畑輪換がなされているほ場では、難防

除雑草の発生はある程度控えめになりますが、大豆を固定で連作してしまうと倍々どころ

か10倍、100倍と増殖して、深刻な問題となります。 

 

近年大豆のほ場をとりまく雑草の種類

は大きく変わってきています。十数年程前

からの転作による大豆作付けが増える前は、

シロザ、タデ類、ヒエやメヒシバなどとい

った日本国内で一般的な種類が主要でした。

ところが近年では、帰化アサガオ類、イヌ

ホオズキ、オオオナモミ、ヒユ類、イチビ

といった主にアメリカ合衆国での問題雑草



も、日本でも大きな問題となり、無視できなくなっています。 

  

大豆バサグランという広葉雑草に対して効果がある選択性除草剤が登場して10年以上

経ちました。大豆と同じマメ科の雑草など、この剤では防除できない種類があり、大豆の

作付けを繰り返すうちにその割合が増えてしまいます。大豆バサグランだけでは対応でき

ない難防除雑草については、中耕・培土等の耕種的防除や、非選択性除草剤の畦間散布技

術などを組み合わせて、大豆と雑草の生育差を生み出し、大豆の被覆で雑草の生育を抑制

するのが、現状の対策技術の柱になります。 

このプロジェクトの目標の一つは、さらに効率的な雑草防除体系をつくることです。大

豆バサグランに代わる全面散布可能な、複数の混合剤による一発土壌処理剤の開発で、こ

れは大豆の初期生育期間が短い西日本向けを想定しています。また、非選択性除草剤の畦

間散布において、薬剤が大豆の株本体にかからないような高精度散布技術の開発にも取り

組んでいます。これらを各地の試験研究機関で分担して実証試験を行っているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新しい防除体系で期待しているのは、平成２９年１２月頃に登録認可見込みである新し

い茎葉処理剤であるフルチアセットメチル乳剤（商品名：アタックショット乳剤）です。

フルチアセット乳剤は、だいず２～４葉期の生育初期が施用時期であり、大豆バサグラン

と同様に全面散布が可能です。だいず５葉期以降への登録拡大は現在、試験を実施中です。

大豆バサグランと比較して、エノキグサ、ホオズキ類、ヒユ類、シロザに対する防除効果

が高く、一方、大豆バサグランで防除できるキク科、カヤツリグサ科の雑草には効果が劣



るいう弱点もあります。そのた

め、ほ場ごとに問題となってい

る雑草を把握して、どちらの剤

を使うのか、あるいは両方使う

のか、両方使うならどちらの剤

を先に施用するのかなど見極め

る必要があります。例えば、大

豆バサグランと中耕・培土の体

系では防除しきれない雑草が多

いほ場では、フルチアセットメ

チル乳剤を適切な時期に導入す

ればより効果的な防除体系が構築できるでしょう。 

 

高い効果が期待されるのは、大豆の生育阻害から収穫作業の阻害、汚損粒の発生等で問

題になるイヌホオズキ類の防除です。イヌホオズキ類にはさまざまなタイプがあることが

わかっています。それらについて主に東北農研で試験を行い、どの時期にどれくらいの量

を処理すれば、最適な効果が得られるのか実証しているところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



フルチアセットメチル乳剤の全面散布では、大豆の葉に薬害が生じます。ただし、散布

後に展開する新葉への影響はないので、気温が高く初期生育期間の短い西日本では、品種

間差をあまり考慮せずに処理できると想定されます。一方、東北地方では、低温での新葉

の展開に日数がかかるため、生育の遅延や不良を引き起こす場合がありえます。そのため、

地域の気候特性や品種、栽培体系を考慮して、各県が試験を行って適切な施用方法を確認

したうえで普及を目指すことになるでしょう。 

 イヌホオズキ類と同様に帰化アサガオ類の雑草害も大きな問題となっています。10年

前は東北地方の大豆ではほとんど見られませんでしたが、現在では東北全県で被害があり

ます。帰化アサガオ類は大豆の株につるが巻き付いて、収穫作業ができなくなることもあ

ります。被害を防ぐには毎年徹底的に防除を行う必要があります。フルチアセットメチル

乳剤は、大豆バサグランと同程度のアサガオ類への防除効果が認められています。そこで、

帰化アサガオの種類や生育ステージ、剤の組み合わせ、処理の順番による防除効果の違い

について西日本を中心に実証試験が行われています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フルチアセットメチル乳剤は平成３０年から販売される予定です。各県の研究機関や普

及部署と連携した実証試験の結果を踏まえて、新しい雑草防除マニュアルを作成します。 

 他にも出芽時のかん水管理によって、大豆への影響を最小限に抑えながらアサガオやア

レチウリに湿害を与える防除法についての試験や、新たな除草機の防除効果について、土

壌水分や雑草の生育ステージも考慮して適切に評価するための試験なども本プロジェクト

で行っています。これらもよい結果が出ることを期待しています。 



本プロジェクトは来年度から後半期へ突入していきます。現場に活かせる結果が出せれ

ばと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２） 現地調査 

① 土づくり及び適期管理による高収量の確保 

原田康夫氏（山形県河北町） 

補足説明：村山総合支庁産業経済部西村山農業技術普及課 

主任専門普及指導員 水戸部昌樹氏 

 

「里のほほえみ」「スズユタカ」「シュウ

リュウ」「秘伝」を作付けしています。 

 播種は 6 月上旬（今年は 6 月 6 日）に

行い、中耕・培土は、2回しっかり行って

います。中耕・培土はサクランボの収穫と

重なる時期ではありますが、私自身は大豆

のほ場作業に専念しています。 

 肥料は、基本的には基肥として発酵鶏糞

のみを施用し、生育が芳しくない時に硫安

等で追肥します。 

鶏糞の施用は、化成肥料を入れるより根粒が育ちやすいように感じます。発酵鶏糞の

成分が、窒素分が少なく、リンが多いことが良い効果を生んでいるのかもしれません。

苦土石灰については、数年ほど前に投入したことがありますが、以降 pH が下がってい

ないので近年は投入していません。 

 開花期及び子実肥大期には、畦間かん水を行うことで花落ちを防ぎ、莢数を確保して

います。生育ステージの初期段階では排水対策が重要ですが、開花期以降にはむしろ水

を必要とするので、乾燥による葉の変化などを目安にしてかん水を行っています。ただ

し今年は、長雨の影響で蔓化気味になっているため行っていません。 

 最大の課題は雑草（アサガオ、ツユクサ）とダイズシストセンチュウでありまして、

15 年ほど連作しているほ場で緑豆導入の実証試験を行いました。試験自体は、緑豆の

生育が思ったほど確保できませんでしたが、今年はまだセンチュウ被害は発生していま

せん。 

 

＜原田氏＞ 



 

 

 

 

東北大豆セミナーinやまがた 現地調査 

“土づくり及び適期管理による高収量の確保” 

 

１ 経営者 

○河北町谷地 原田康雄 氏（河北町農業委員、農事組合法人「ファームひなの里」代表理事） 

○労働力２名 （本人、妻） 

○経営品目 

 

 

 

 

○農事組合法人「ファームひなの里」 

地域農業の維持と発展を目指して平成27年1月に法人化。組合員は30名、経営面積は70ha

（水稲 45ha、大豆 24ha、枝豆 0.25ha、その他約 1ha）。農地集積及び生産コスト低減に努め、

組合員の所得向上と地域農業の担い手育成を図っている。 

 

２ 大豆関係の受賞歴 

○平成20年度 第37回全国豆類経営改善共励会 大豆農家の部 農林水産大臣賞 

○平成28年度 山形県グッドハーベストコンクール 大豆の部 県知事賞 

 

３ 大豆高収量へ向けた取組み 

○圃場を団地化することで、排水効果及び作業効率を高めている。適期管理を行っている。 

○化成肥料を発酵鶏糞で代替することで肥料コストを抑制している。 

○開花期が高温乾燥の場合は畦間灌水を行っている。 

○収量及び品質は管内で最高水準である。（下図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の課題 

〇農地を借り受け、水稲と大豆の面積を拡大し、オウトウでは臨時雇用を増やす。 

 〇法人経営においては、農地中間管理事業を積極的に活用して一層の農地集積を図るとともに、

河北町就農研修生受入協議会と連携して研修生等を受け入れ、担い手として育成する。 

単位：a

里のほほえみ スズユタカ シュウリュウ 秘伝
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 里のほほえみ：単収324kg/10a 1等76% 2等24% 

平 成 ２ ９ 年 ９ 月 ６ 日 

山形県村山総合支庁産業経済部 

西 村 山 農 業 技 術 普 及 課 
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「シュウリュウ」栽培概要（平成28年産） 

 

１ 取組課題名  新品種「シュウリュウ」の導入による高品質生産の普及拡大 

 

２ 市町村地区：河北町谷地  集団・生産者名：原田康雄 

 

３ 耕種概要 

（１）供試品種：シュウリュウ（対照 里のほほえみ） 

（２）作付面積(a)20a 

（３）圃場条件(土性、連作年数等)：細粒灰色低地土壌 大豆連作15年目 

（４）排水対策：なし  

（５）土づくり関係：なし 

（６）基肥：発酵鶏糞75kg/10a（NPK%：N2.7-P3.5-K2.5） 

（７）追肥：なし 

（８）播種期(月日)：6月5日  

（９）播種量（kg/10a）：5.0kg/10a  

（10）播種様式：平畦  

（11）栽植密度：12.5本/㎡（1株1本立て、畦間85cm × 10cm） 

（12）病害虫防除(月日：薬剤名)： 

5月13日 チアメトキサム・フルジオキソニル・メタラキシルM水和剤 

8月25日 チオファネートメチル水和剤、フェンバレレート・ＭＥＰ水和剤 

9月6日 MEP 

（13）雑草防除(月日：薬剤名)： 

    6月6日 ジメテナミド・リニュロン 

 

４ 生育経過 

（１）生育時期(月日) 出芽期:6/12   開花期:7/31   成熟期：10/5 

（２）生育経過 

区名 

生育初期（播種1ヶ月後） 開 花 期 

草丈 

(cm) 

主茎長 

(cm) 

主茎節数 

(節) 

分枝数 

(本) 

草丈 

(㎝) 

主茎長 

(cm) 

主茎節数 

(節) 

分枝数 

(本) 

シュウ

リュウ 
48.1 26.3 8.0 0.0 86.4 52.1 13.1 3.8 

対照 46.3 30.3 8.0 0.0 67.6 44.4 11.2 2.0 
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区名 

成 熟 期 

主茎

長 

(cm) 

主茎節数 

(節) 

分枝数 

(本) 

稔実莢数 

(個/㎡) 
倒伏 蔓化 病害虫の発生状況 

シュウ

リュウ 
55.4 13.8 5.0 952 0 0 アブラムシ（微） 

対照 56.4 13.4 3.2 630 0 0 アブラムシ（微） 

注)倒伏程度は0～4、蔓化は0～5（無、微、少、中、多、甚）。  

 

５ 収量・品質 

区名 

子実重 

(㎏

/10a) 

屑重 

(㎏

/10a) 

百粒

重 

(g) 

検査 

等級 

外 観 品 質 

紫斑 
褐

斑 
裂皮 虫害 

しわ

粒 

腐

敗 

シュウ

リュウ 
289 0 29.3 1下 0 0 0 0 1 0 

対照 350 0 38.2 1下 0 0 1 0 0 0 

注)外観品質は0～5（無、微、少、中、多、甚）。  

 

 

６ 概要 

対照区と比較して、開花期までの生育量は大きく推移し、稔実莢数は多かったが、百粒重は小さ

くなった。収量水準は低くないものの、対照を下回った。 

今後は百粒重の増加が課題であるため、土づくり資材の施用、施肥量の検討を行う。また、高品

質を確保するために、適期収穫を徹底する。 
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②耕耘同時小畦立播種、緑肥導入の取組 

  くぬぎ営農組合 組合長 金子克彦氏（山形県山形市） 

補足説明：山形県村山総合支庁産業経済部農業技術普及課 

専門普及指導員 大江泰弘氏 

 

 くぬぎ営農組合は、平成 19 年に設立された転作

受託生産組合でありまして、現在構成員は 65 名で

す。この組合の特徴的な取組としては、ほ場を団地

化（1ha以上の区画が12 団地）することにより効

率的な生産管理を行っていることです。 

 平成 28 年産大豆は約30haほど作付けし、単収

は 220kg/10a と、山形県平均単収 159kg/10a

を大きく上回っています。 

 くぬぎ営農組合の構成員は、 

① 砕土率を上げることにより作業効率の上昇を図

るため、播種前の耕起を２回行うこと   

② 畦畔の除草管理は各構成員が行い、ほ場周辺の環

境保全に努めること 

の２点の共通認識を持つことに加え、独自の栽培暦を作成し、様々な技術を用いて高収

量高品質を目指しています。 

 ほ場の団地化や小畦立播種の導入により湿害はほとんど発生していません。中耕・培

土には、アップカットロータリーを使っていますが、あまりにも高く土が盛れてしまう

ので、2本目の爪は外しています。 

地力の低いほ場で、緑肥として麦を播種して、ある程度生長したところで刈り取って

すき込んでいます。 

全てのほ場で里のほほえみを作付けしていますが、作業期を分散させるために早生品

種の導入も検討しています。 

 

＜くぬぎ営農組合 金子組合長＞ 



平 成 2 9 年 9 月 6 日 

山形県村山総合支庁産業経済部  

農 業 技 術 普 及 課 

 

東北大豆セミナーinやまがた 現地調査 

“耕耘同時小畦立播種、緑肥導入の取組” 
 

くぬぎ営農組合組織概要 

 

1 組織概要    転作受託生産組合 設立平成 19 年 構成員 65 名（H29） 

 

2 役員構成    組合長 金子克彦 氏 他役員 10 名 オペレーター9 名 事務局 2 名 

 

3 事務所     山形市宮浦 14 番の 8  ＪＡやまがた宮浦支店内 

 

4 作物名     大豆（里のほほえみ） 受託面積 約 34ha １ha 以上 12 団地 

 

5 所有農機具   汎用コンバイン 2 台 乗用管理機 3 台 (中耕・農薬・肥料散布)  

         大豆用トラクター53ps 1 台 播種機 3 台 アップカットロータリー3 台  

         パラソイラー1 台 ブロードキャスター1 台 明渠堀機 1 台 

 

6 販売実績(H28)  約 30ha 2 等 1380 袋 3 等 901 袋 68,430kg 10ａ収量 223kg     

 

7 基本作業原則 ・播種前耕耘を 2 回実施し、砕土率を高め作業の効率化を図る。 

        ・畦畔の除草管理は各構成員が行い、圃場周辺の環境保全に努める。 

 

8 大豆関係の受賞暦     

  ・第 8 回東北大豆ピカイチ大賞 東北ブロック豆類経営改善共励会事務局長賞 

・平成 24 年度山形県グッドハーベストコンクール 大豆の部 県知事賞 
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「里のほほえみ」栽培概要（平成 28 年産） 
 

１ 取組課題名 「里のほほえみ」高品質・多収栽培技術の普及拡大   

（耕うん同時畦立て播種の導入による初期湿害回避及び生育の向上） 
 

２ 市町村地区 山形市金石田 集団・生産名 くぬぎ営農組合 
 

３ 耕種概要 

（１）供試品種 里のほほえみ   

（２）作付面積(a)  30ａ 

（３）圃場条件 細粒強グライ土、転換５年目 

（４）排水対策 明渠及び畦立て同時播種 

（５）土づくり関係 無し 

（６）基肥 現物 75kg/10a（N-P-K＝2.4-3.0-2.9 kg/10a） 

製品名 醗酵けいふん(3.2-4.0-3.8) 

（７）追肥 現物 10kg/10a（N-P-K＝1.4-1.4-1.4 kg/10a） 

製品名 かがやき高度 444(14-14-14)、７日１日施用 

（８）播種期(月日) 6 月 2 日 

（９）播種量（kg/10a） 4.5kg/10a 

（10）播種様式 畦立て同時播種  

（11）栽植密度 13.3 本/㎡（1株 2本立て、畦間 75cm × 20cm） 

（12）病害虫防除 

5 月 12 日 チアメトキサム・フルジオキソニル・メタラキシル M水和剤 

8 月 24 日 クロラントラニリプロール水和剤、イミベンコナゾール水和剤 

9 月 2 日 エトフェンプロックス・アゾキシストロビン水和剤 

（13）雑草防除  6 月 3 日 アラクロール・リニュロン乳剤 
 

４ 生育経過 

（１）生育時期  出芽期: 6 月 8 日  開花期:8 月 1 日  成熟期：10 月 11 日 

（２）生育経過 

区名 

生育初期（調査:7/13） 開 花 期(調査:8/3) 

主茎長 
(cm) 

主茎節数 
(節) 

分枝数 
(本) 

茎径 
(mm) 

主茎長 
(cm) 

主茎節数 
(節) 

分枝数 
(本) 

茎径 
(mm) 

実証区 35.1 7.2 0.1 5.7 59.1 14.2 2.1 8.5 

 

区名 
成 熟 期 

主茎長 
(cm) 

主茎節数 
(節) 

分枝数 
(本) 

稔実莢数 
(個/㎡) 

倒伏 蔓化 病害虫の発生状況 

実証区 69.6 16.5 2.4 532 0 0 無 

注)倒伏程度は 0～4、蔓化は 0～5（無、微、少、中、多、甚）で評価  
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５ 収量・品質 

区名 
子実重 

(㎏/10a) 

屑重 

(㎏/10a) 

百粒重 

(g) 

検査 

等級 

外 観 品 質 

紫斑 褐斑 裂皮 虫害 しわ粒 腐敗 

実証区 390 0.5 38.3 ２上 0 0 1 1 1 0 

注)外観品質は 0～5（無、微、少、中、多、甚）で評価  
 

６ 概要 

・５月下旬の降水量が少なく、播種時の土壌水分はやや少ない状況であった。畦立て播種することで平

畦よりも乾燥し、出芽が遅延することが懸念されたが、アップカットロータリーを用いたことで表層

の砕土率が高く、下層の水分保持が適正であったことから、出芽は遅延することもなく良好となり、

揃いも良かった。 
 

・出芽後は定期的に降雨があり、初期生育は概ね良好であった。7月 6日には約 50mm の降雨があり、一

部停滞水も見られたが、排水対策を取っていたことから畦間の乾きが早く、生育への影響は見られな

かった。 
 

・一回目のロータリー耕による培土時に、一部で

畦を削り取るような作業となってしまい、大豆の

株元に土が寄りきらないところがあった。このた

め、雑草が残ってしまった部分があり、後に手取

り対応を行ったものの、汚損による等級低下が見

られた。今後の対策として、畦立て播種時の畦の

高さを調整し、中耕培土が効果的に行える作業体

系を講じる。 

                         図 大豆初期生育期間の降水量（ｱﾒﾀﾞｽ山形） 

 

 

 

 

 

 

 

① 出芽時の状況（6/12）           ② 降雨後の状況（7/6、日降水量 49.5mm）     

 

 

 

 

 

 

 

③ 降雨後の状況２（7/13）          ④ 黄化期(落葉始期)の状況（9/30） 
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発行元：東北地域大豆振興協議会事務局

（東北農政局 生産部 生産振興課）

ＴＥＬ：０２２－２６３－１１１１（内４１１２）

・記事や大豆生産振興に関する御質問や御感想など、御自由にお寄せください。

・記事を転載される場合は、御一報ください。

・東北地域大豆振興協議会では大豆に関する情報発信手段としてホームページを

開設しております。アドレスは下記のとおりです。ぜひ御利用ください。

http://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/daizu/kyougikai/index.html


